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議会報告会資料／平成29年９月定例会 

平成29年第５回伊賀市議会（定例会） 
【会期：平成29年９月４日～９月28日】 

●平成28年度決算議案  

議案 

番号 
件   名 概     要 

議決 

結果 

98 平成28年度伊賀市一般会計歳入歳出決算の認定

について 

○一般会計 

当該年度実質収支額 ９億79万587円（黒字） 

○特別会計（国民健康保険事業特別会計ほか８特別会計） 

当該年度実質収支額 ５億9,717万917円（黒字） 

ただし、国民健康保険事業特別会計直営診療施設勘定診療所費は１億2,490万5,570

円、住宅新築資金等貸付特別会計は8,523万3,450円の赤字 

○財産区特別会計（島ヶ原財産区及び大山田財産区） 

当該年度実質収支額 500万5,215円（黒字） 

○企業会計 

・病院事業会計 

当年度純損失 １億4,943万578円（赤字） 

当年度未処理欠損金 11億5,051万9,654円（累積赤字） 

※28年度は、経常利益1,300万円を発生させており、特別損失に計上されている退職給

付費を考慮すると実質的には、あと僅かで黒字化するところまで経営状況は回復して

います。 

・水道事業会計 

当年度純利益 ４億1,061万684円（黒字） 

当年度未処分利益剰余金 11億1,319万7,769円（黒字） 

認定 

 

99 平成28年度伊賀市国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

認定 

 

100 平成28年度伊賀市住宅新築資金等貸付特別会計

歳入歳出決算の認定について 

認定 

 

101 平成28年度伊賀市駐車場事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

認定 

 

102 平成28年度伊賀市介護保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

認定 

 

103 平成28年度伊賀市農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

認定 

 

104 平成28年度伊賀市公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

認定 

 

105 平成28年度伊賀市浄化槽事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

認定 

 

106 平成28年度伊賀市サービスエリア特別会計歳入

歳出決算の認定について 

認定 

 

107 平成28年度伊賀市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について 

認定 

 

108 平成28年度伊賀市島ヶ原財産区特別会計歳入歳

出決算の認定について 

認定 

 

109 平成28年度伊賀市大山田財産区特別会計歳入歳

出決算の認定について 

認定 
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110 平成28年度伊賀市病院事業会計決算の認定につ

いて 

認定 

111 平成28年度伊賀市水道事業会計決算の認定につ

いて 

認定 

2●平成29年度補正予算関係議案  

今回の補正は、一般会計、１つの特別会計、２つの企業会計で合計11億68万1,000円の増額を行い、補正後の全会計の予算総額を821億3,615万円にし

ようとするものです。 

議案 

番号 
件   名 概     要 

議決 

結果 

112 

 

平成29年度伊賀市一般会計補正予算（第２号） 補正予算額 10億7,531万2,000円増 

主な事業 

○自主防災組織等リーダー育成・連携促進支援事業 200万円 

自主防災組織等の充実強化を目的とした消防庁委託事業 

○上野天神祭のダンジリ行事ユネスコ登録記念事業補助金 100万円 

 ダンジリ行事ユネスコ登録記念の祝賀花火大会の運営に対する補助 

○空家再生等推進事業補助金 1,118万円 

空き家を活用又は除去し、ポケットパーク、交流施設、体験学習施設等の用途に変更

する事業に対する補助等 

○地域福祉体制づくり事業委託料 990万円及び地域福祉拠点づくり事業補助金 212

万1,000円 

 「地域共生社会」の実現をめざし、地域が主体的に地域課題を把握し、地域自らが課

題解決に向けた支援を行うための委託及び地域福祉活動の拠点づくりの整備に対する

補助 

○ごみ燃料化施設整備工事費 8,453万2,000円 

ごみ燃料化施設の老朽箇所の修理等 

○だんじり会館トイレ改修工事 509万8,000円 

 だんじり会館トイレの洋式化改修工事 

○忍びの里伊賀甲賀忍者協議会負担金 500万円 

 伊賀忍者及び甲賀忍者が日本遺産認定を受けたことにより、忍びの里伊賀甲賀忍者協

議会設立に伴う負担金 

○外国人観光客誘客促進事業委託料 542万5,000円 

原案

可決 
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京都、大阪を訪れる外国人観光客への情報発信を行うほか、波及効果の高い「香 

港Walrker」へ伊賀市の情報を掲載 

○臨時地方道整備事業 1,070万7,000円 

 市道三田服部寺田線の修繕工事 

○未登記用地測量業務委託料 1,350万円 

 市道阿保青山線未登記用地の測量・登記 

○南庁舎耐久性調査業務委託料 500万円 

 南庁舎の耐久性調査 

○弁護士業務委託料 102万9,000円 

 株式会社ウィッツに対する費用償還請求事件の訴訟に係る弁護士業務委託経費 

113 

 

平成29年度伊賀市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号） 

補正予算額 2,536万9,000円増 

平成28年度退職者医療療養給付費等交付金の精算に伴う返還金等による増額 

原案

可決 

114 平成29年度伊賀市病院事業会計補正予算（第１

号） 

債務負担行為の設定（手術室リユースリネン賃貸借経費ほか６業務）※ 原案

可決 

115 平成29年度伊賀市水道事業会計補正予算（第２

号） 

債務負担行為の設定（ゆめが丘浄水場他運転管理業務委託経費）※ 

 

原案

可決 

※債務負担行為・・・予算は単一年度で完結するのが原則ですが、１つの事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても「負担＝支出」をしなけれ

ばならない場合には、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておきます。これを債務負担行為といいます。 

●補正予算関係議案を除く議案 （市長提出議案） 

議案 

番号 
件   名 概     要 

議決 

結果 

116 芭蕉翁記念館条例の制定について 【制定理由】現在、芭蕉翁記念館と蓑虫庵の２施設を１つの条例で規定していますが、

今後は、芭蕉翁記念館は市の直営とし、蓑虫庵は引き続き指定管理による運営とする

ことから、それぞれ個別の条例として整備を行うため、芭蕉翁記念館条例を制定して

います。 

また、本条例の制定に伴い、芭蕉翁記念館及び蓑虫庵条例から芭蕉翁記念館に係る規

定を削除する必要があるため、附則において改正します。 

【条例の内容】芭蕉翁記念館の設置、位置、開館時間及び休館日、入館料、施設の使用

等について規定します。 

《改正する条例》 

継続

審査 
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 ・芭蕉翁記念館及び蓑虫庵条例 

【施行期日】平成30年４月１日 

117 伊賀市の適正な土地利用に関する条例の制定に

ついて 

【制定理由】土地利用管理手法について、現在も合併前の制度が継続されており、複数

の制度が混在しています。複数制度の混在による課題を解消し、全市統一した制度を

構築することにより、伊賀市都市マスタープランに掲げる「多核連携型の都市構成」

を実現させるため、本条例を制定します。 

 また、本条例の制定に伴い、廃止が必要な関係条例を附則において廃止します。 

【条例の内容】新たに行う建築開発事業等について、従来の開発許可や建築確認の申請

までに、その用途を審査するもので、計画策定、建築開発事業の実施、伊賀市土地利

用審議会、罰則等を規定しています。 

《廃止する条例》 

 ・伊賀町まちづくり環境条例 

 ・伊賀市モーテル等類似施設建築審議会条例 

【施行期日】規則で定める日（一部：公布の日） 

原案

可決 

118 伊賀市指定管理者選定委員会条例の一部改正に

ついて 

【改正理由】指定管理者選定委員会の開催に当たっては、応募団体と関係性のある委員

は、審査に加わらないこととしており、委員を除斥することが多くなっているが、指

定管理者の候補者をより適正に選定するために、柔軟な委員の選出及び委員会の運営

を可能とするよう改正します。 

【改正内容】所掌事項に「指定管理施設の検証に関する事務」を追加するほか、委員の

定数を８人から15人に引き上げ、委員構成の規定を緩和するとともに、委員長が指名

する委員により構成する部会について新たに規定し、部会の議決をもって委員会の議

決とすることができること等を定めています。 

【施行期日】平成29年11月９日 

原案

可決 

119 伊賀市職員の育児休業等に関する条例の一部改

正について 

【改正理由】子を持つ職員が保育所等を利用できず退職を余儀なくされる事態を防ぐた

め、地方公務員の育児休業等に関する法律の規定により条例で定めることとされてい

る再度の育児休業等ができる特別の事情として、かかる事情を定めるよう改正します。 

【改正内容】地方公務員の育児休業等に関する法律において、原則できないこととされ

ている再度の育児休業、育児休業期間の再延長、１年未経過時の再度の育児短時間勤

務をすることができる特別の事情として「保育所等の利用を希望し、申込みを行って

いるが、当面その実施が行われないこと」を加えます。 

【施行期日】公布の日 

原案

可決 
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120 上野ふれあいプラザの設置及び管理に関する条

例の一部改正について 

【改正理由】本年度で指定管理期間が満了となる上野ふれあいプラザは、伊賀市公共施

設最適化計画に基づき、平成30年度までの使用となっており、１年間の指定管理期間

とするよう改正します。 

【改正内容】指定管理期間を「３年間」から「１年間」に改正。 

【施行期日】平成30年４月１日 

原案

可決 

121 伊賀市農業公園の設置及び管理に関する条例の

一部改正について 

【改正理由】農業公園内の伊賀市農村ふれあいセンターは、伊賀市公共施設最適化計画

において譲渡、民営化を検討し、平成30年度に譲渡する計画となっており、また、市

民ふれあい農園及びふれあい広場は、引き続き指定管理による運営を行うため改正し

ます。 

【改正内容】伊賀市農村ふれあいセンターに係る部分を削除するとともに、市民ふれあ

い農園及びふれあい広場の指定管理期間を「２年間」から「５年間」に改正。 

【施行期日】平成30年４月１日 

原案

可決 

122 伊賀市地域公共交通会議条例の廃止について 【廃止理由】地域公共交通に関する協議組織には、「地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律」に基づく「伊賀市地域公共交通活性化再生協議会」と市長の附属機関とし

てバス等に係る事項を中心に審議する「伊賀市地域公共交通会議」の２つの組織があ

りますが、運用上、合同会議とすることができることから、今期委員の任期が８月31

日をもって満了となったことを機に、「伊賀市地域公共交通活性化再生協議会」に機能

を集約するため廃止します。 

【施行期日】公布の日 

原案

可決 

123 財産の無償譲渡について（旧伊賀市大沢小規模集

会施設） 

【提案理由】財産を無償で譲渡することについて、地方自治法第96条第１項第６号の規

定により、議会の議決を求めます。 

【譲渡施設】旧伊賀市大沢小規模集会施設 

原案

可決 

124 工事請負契約の締結について 【提案理由】（仮称）長田・新居小学校建設工事（建築主体工事）について、工事請負契

約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号の規定に基づき、議会の議決を求

める。 

【内容】 

契約金額：747,360,000円 

契約の相手方：山一・アイビーエー特定建設工事共同企業体 

        山一建設株式会社 代表取締役 河野 康之 

原案

可決 

125 

～ 

人権擁護委員候補者の推薦について 【提案理由】人権擁護委員２人の任期が平成29年９月30日に、２人の任期が平成29

年12月31日に満了するため、後任の人権擁護委員候補者の推薦について、人権擁護

同意 



6 

 

128 委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

  候補者：《再任》森下 政實 氏、大川 照郎 氏 

      《新任》米田 美紀子 氏、福本 康代 氏 

  任 期：平成30年１月１日から３年間 

●議員提出議案 

発議 

番号 
件   名 提出者 概     要 

議決 

結果 

8 森林環境税（仮称）の早期創設及

び林業の成長産業化と森林の適切

な管理の推進を求める意見書の提

出について 

近森 正利 

宮﨑 栄樹 

市川 岳人 

生中 正嗣 

中谷 一彦 

北出 忠良 

安本美栄子 

中岡 久徳 

【提案の理由及び内容】政府において、市町村が持続的に森林整備を行うことができる

よう森林環境税（仮称）を早急に創設するとともに林業の成長産業化と森林の適切な

管理の推進を強く要望する意見書を提出。 

【意見書提出先】内閣総理大臣、総務大臣、農林水産大臣、環境大臣 

原案

可決 

９ 受動喫煙防止対策を進めるために

健康増進法の改正を求める意見書

の提出について 

中谷 一彦 

宮﨑 栄樹 

市川 岳人 

生中 正嗣 

北出 忠良 

安本美栄子 

中岡 久徳 

【提案の理由及び内容】国民の健康を最優先に考え、受動喫煙防止対策の取り組みを進

めるための罰則付き規制を図る健康増進法の早急な改正を強く要望する意見書を提

出。 

【意見書提出先】衆議院議長、参議院議長、厚生労働大臣 

原案

可決 

10 道路整備に係る補助率等の嵩上げ

措置の継続を求める意見書の提出

について 

市川 岳人 

宮﨑 栄樹 

生中 正嗣 

中谷 一彦 

北出 忠良 

安本美栄子 

中岡 久徳 

【提案の理由及び内容】国において、道路財特法の補助率等の嵩上げ措置について、平

成３０年度以降も継続するよう強く要望する意見書を提出。 

【意見書提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣 

 

原案

可決 

11 義務教育費国庫負担制度の存続と

更なる充実を求める意見書の提出

上田 宗久 

宮﨑 栄樹 

【提案の理由及び内容】採択された請願第３号について、関係機関へ意見書を提出。 

【意見書提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

原案

可決 
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について 市川 岳人 

生中 正嗣 

中谷 一彦 

北出 忠良 

安本美栄子 

中岡 久徳 

科学大臣 

12 教職員定数改善計画の策定・実施

と教育予算拡充を求める意見書の

提出について 

【提案の理由及び内容】採択された請願第４号について、関係機関へ意見書を提出。 

【意見書提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

科学大臣 

原案

可決 

13 子どもをめぐる貧困対策の推進と

就学・修学支援にかかわる制度の

拡充を求める意見書の提出につい

て 

【提案の理由及び内容】採択された請願第５号について、関係機関へ意見書を提出。 

【意見書提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

科学大臣 

原案

可決 

14 防災対策の充実を求める意見書の

提出について 

【提案の理由及び内容】採択された請願第６号について、関係機関へ意見書を提出。 

【意見書提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

科学大臣、内閣府特命担当大臣（防災） 

原案

可決 

●請願 

受理 

番号 
件   名 紹介議員 要     旨 

議決 

結果 

３ 義務教育費国庫負担制度の存続と

更なる充実を求めることについて 

北森 徹 

宮﨑 栄樹 

上田 宗久 

中岡 久徳 

 

【請願者】 伊賀市上友生785番地 伊賀市ＰＴＡ連合会 会長 細川周作 外２名 

義務教育費国庫負担制度が存続、充実され、国の責務として必要な財源が確保される

ように、国の関係機関に意見書を提出いただくよう求めます。 

採択 

４ 教職員定数改善計画の策定・実施

と教育予算拡充を求めることにつ

いて 

【請願者】 伊賀市上友生785番地 伊賀市ＰＴＡ連合会 会長 細川周作 外２名 

子どもたちの「豊かな学び」の保障にむけ、教職員定数改善計画の策定・実施と教育

予算の拡充をおこなうように、国の関係機関に意見書を提出いただくよう求めます。 

採択 

５ 子どもをめぐる貧困対策の推進と

就学・修学支援にかかわる制度の

拡充を求めることについて 

【請願者】 伊賀市上友生785番地 伊賀市ＰＴＡ連合会 会長 細川周作 外２名 

子どもをめぐる貧困対策の推進と就学・修学支援にかかわる制度が拡充するように、

国の関係機関に意見書を提出いただくよう求めます。 

採択 

６ 防災対策の充実を求めることにつ

いて 

【請願者】 伊賀市上友生785番地 伊賀市ＰＴＡ連合会 会長 細川周作 外２名 

子どもたちの安心・安全を確保するため、巨大地震等の災害を想定した防災対策の充

実をはかるように、国の関係機関に意見書を提出いただくよう求めます。 

採択 

 


